
1 月報 11 1979山 4a 1 

〉ド

免邑 と 1¥ラことについて，写え忌おしてみる o

o 0 0 0 

き史写琶の伝記忌と、によく ， とぴ治 Ijて芭住川尺 (abser古-mindec¥)人

令官・室長えす 15.f度ちの積憎 13.あてと・tJ.<筒 j室¥¥ r-:ι. 都江(~ Iγき目埠

き Id.尽力、ち E フていg.¥¥ 1予 C乃抱くだ，使申降計 E印めかゆり にあき

た施。争奪が混と1罵d 産主!噴乏芯 l凡， ちょうむ主主り水力、ヲた舌I¥ir世 I之

積んで連 れて I¥ってモちづた と三宮 ， 実!手自手予の検定 -:>E::と1¥フ話。

o れらは rf色人.J ø 美空ど冊碍\~二均て蕗り 7tズ以て 1\ ~ 

Eめ，事実と 1;).ほと主l、か C l. 111， kユハ 1Jo;.'. A..聞に記二りう z極端、E

I宅金芝 7l'Q ことで.ー函の宴 実芝衝いていち。

lt7たし fJ.ヒ1¥え砂，絵 Jてか1¥た J うにぜ誕11l~と 1 ¥う享i室町7、ちt:J.

臥 37ナ仁左¥¥ロ干き;.¥，決して重慢を間金え Bいほ"かゆか. 己 明 白 日

常生活を下主~h た 1!. ~-1重の 1~亭 1之乃若き B く~乏酉芭り. 周囲の人間ゐ

慌の思案の何在や . ごの主党 栴 高 め 因 果 俸 に つ ¥ ¥ て 七 J ひモ並J+程

度の昆還し位t;.ヲご 1¥~つ乞りきあき，ただ. ~‘ヲヤら肘たしに事

，~ど毛毛色のかわヲたとこラがあ吾、こする1.ì t.， ， をLt¥口.わた Lp." 

ごうした己似の B 掌にむフを三毛ういづをう E 昆否問I~'~' B て怠" ~.・

1 ¥ ~指定、 3 う。

いった， ， .人の思考の肉ちを色めうき t ð) 1ユ，~人だ‘三う方、?

ここを d 文艇が今哲晶更にき之臥・¥を 11¥G.. 己収の畠議主iZえみ畠 1も
。o 0 0 0 0 0 .9. 0 

払.さf;7J.片山広手、，精卸の干由史的芯嘗みかの， れず・れ η、で'Lか Zきい

た‘ 3 う e ふつうにいう室富氏・実現さ間三の広，田島生活に~' "てで‘
o 

あ~~' ， この E糧事~活協，各自か‘己批芝!e l包の熊取とす 3 よフ忌中

13色作用を1!(!'て. ~国み定、 ι 、T(存づ‘ l寸ろ ι:か彦代 tのさあき，だ
存、ち， を 胤臨むフして t五1畠l:L て提家主事~こ之に怠 Sq 他方，精

淘の弛史的芯蛍みIJ-. 人魚烏り筒ちがじろ運号車E的志亀値g..!>と竹ヲ下ミ

筆i蛋白ヲs..ts-0 への忠商 l三之ゥ之.寺t同文の広手、芦三六六‘，を肌ゆえに， g 

o 0 o 0 

自己芝 t:p lりとす~日惇生活に討して尽，般.tþJ~1U9 ，こ広たら〈疋、 3

2フ固めを Lの砕きとこ三， この間雷除，ヰ~.まヲたく鴇陵町た立

ま L閣の思考の怠かに並手きしてい 5か a占うだt};.'， 1 ，フ巨人J民 廷 が-

b しつま仇}d:‘， ].三ちまち. S.)\に1fl却す~ふたつの磁力団としての

事性芝あらめし . "-の患き乏支百ζ 仁 4うど :思争"J:J. t'めきの下ざ。事

径tJ;:.えヂヲ音践をあ;n.ら . .(1三， をの一気をふりすててしまわT.JI ¥ 

とそう照ら芯¥¥一一 11手'ijしにt!a. 同宣み平断(ク)聴手長の 7事ずか、ち， す

ベ‘て1].:' 出走オ ~o

見世主 1ユ J a;来，こう L た差立主八の~白ヒ己れの E常之に.ヒ.、こ

さとフ義主 AEつ 11"~1ア， という問題をあ3起きう。(宣う乞eTa.

いTJi.'，三胤 f手， 上J迄仇繋守重を寵均 d~沼1 蓄にふさ J ゼてす八、‘てに釘
Q 0 0 

也 l J.う Yこす ~， い}bゆる巴混っと尽，まヲたぐ兎.I¥(万=と C'・d， ~ 0) 

わ 足 し lユ旦下，た念掌どれう lレートに絞ゥて. 2..41.の B常 E こえ占

うと獄みて，，~ "を川ゆ Z. わた Lにとフてめt!n竺と Iユ，ざし2らた

り，わた L の t..，.~ 考乏かたちづ、く三に絡1国彦東1ド問主め日曜を使円し

てみくにあ ~o ~t= L の"記号室~1i罰格"の作業 lユ，定方、汁 3 !ij..巨芝

るがzた か ， 当 初 の 千 忍 互 」 二 回 ヲ て . d"(方ます急くの持 η と開聞と

工主 1レギ -o寝入芝J迫害とすきニと布‘朝l槻してさており.差亨)d ~ 

ヘ回す余党Id..恩とんを、怠1¥か ζ だ・ d

'Eっと卑疋弓二と訟に亘立ぽ，わた ιの句芭の周皇室どは ， 当00.

ゑ訟に霊的さ巾芸のだ‘如、 二うしてみ喜之， Jiえのこと広れを ιら

す“fh12.しには.発乙験日むう eアoラズに忍っそうe-r:;ハ。鳳理乏して

z 否問~ttJ~包\¥き職、をもとめ 3理由Jd:. l¥:f.のとこ芸葛生たら芯

いだ三う.. Ð ちちん.金プ~・入わ志川のはを爪 B リに蔀(\ ~'.芝町1 te' 

けのこと~というき 1\ 芳-E-Z;;芝 5o ごうれケとさ fご，や砕くを去に気ー

蹴 Lょうと ιたりすきこと Jエ ， 摺 Zう刀、た . 呑にきのがんの犀阪をい

み亨~一一一手く怠くとをIflた乙の場合に/d..，.

以 鮪 ， ご の 4用ご‘ 3 きさに瀬、乏みつけようかと思う . と れ う よ う

Eことを霊 1¥たために， 11可λ干の1{A.に問彊でをか汁て Lまフて，す一

:ra"と恩..，て，¥~.，さき0)=と l手めからと主い ι. 多 少 の 初 っ か 怠

l. . l.l. 



吉為責・批判l芭として継続

見手しらすの方 E色めて.

民 び 周 趣 意 の 呼 G・がけを LcIう。

っき.の死移契約 E:?t.してハ三。

唱寺方芝乙と?~と.

の 1'F-

し刀‘ ι

'記号室閣総"

有 難t，ことと7&指L- 2: l\~o 

また、わたしの宰号事力に広ちゅのゆとリかあワ，

有， :t:: 

め官三しの仕事 1二，

gqにつきあヲてくU1 3~~ 尊ヴをとこ 3 .. 

い31¥3 甲し二JtE I¥EF.!.・ぎ.

す否 fこ 応 募 nただれたう完全と広.

之さ(¥3.ιぼ‘ちく荷受く!ユす・むので，

ぢょヲ~・ 1 !if.~と、訪1 .. 

ゎ 7三し乏甲，lW巧.

まったとIlまきを

丈 L てをめらT;j(\)ポ e 結扇 h た ιl手磯首~熊井的人7劃否

更に玄漫ムてい 3時間酌自由と~堤土(7) Jftl有一一皇室主萌野ミ金と 1ふ生

千 γ ζ 芝 b ιtうて鳴であ~)訳、あ Ln~ htr~義すき=之に L て焦ち芯

S
 

H
V
 

、
，
ノ
山
し

か
川

0
品
川

口
。
加

怠

o
u

ら
。

μ

か

く

わ

た

というフリースヲ

知l

官ミナー ル 一 一 ー と を 昌 弘 芯 か守盈ず安1た忌}代広いき ¥¥三官庁尽ので:

こ W¥ら互犠牲に ι芯 L¥でてす J1をうな久幕司

て乙

削たしのか事 Eすご Lε幸之 lτ~ ヲめ 3 ，

イ 1レ E と五こと l二芯リをう〉た.(さきのこと Iユ，

ぁ、，\ラ重きラヲに ê~

当藍!ユ，

び.ヲくり苦 Z子伝 q て，

乏こで‘，

〉 って

1Jcら.

〈乃魚fd.，

あろ。

し た わ た Lのづき金ttJt、"きっーフC乃 T豆人かち~，

乙に縄帝ず b.. 甲 の 格 支 調 E.串TeJ..1. わたLか L.た L1)'、 f二その重りさ:あ~<1とたし与，吟ち帆?を。い方、 11

却の積;tに壱ヒフ、さ甲に安 12...う。モのため α 賀原をと.2. 乙~，定~ L 3をの方市 1¥¥ ¥之さ Z思う pでがまわ広い，r (，¥い加設」ιfJ... 

支払猿円程殺して E らう。@二d 鞠広 -1
日 l'tJ-o.3.理患に&フ之七，討のしー七 -! 

を 9 1祭会，主虚.怠くその邑竜芭五 ¥¥1手te.'芝た 1¥ 0 這L --i 
告が忌I\ e ら，甲尽，2，が 2 :E底究す~m，.~，1... E 裳有す30 -47- - i 

o 0 

と芯たも菱震を御一勧か日 lte i 
HASH叩阻 D加ai泊saぬburo 円 11山。k屯αuzaKamakura K悶三h吋n

YYOK悶Oα叩HA肌MA51782 CN7亘5.J.三'1J1-，旦 &ι士ゴ/ 4りp悶a碍叩g伊怠L 一J 白 一二一」一j.--.__. 

i
g
‘
j
e
l--i
T

・
0

・
:
;
‘
・

8
1
s
a
i
J
!
I

l

i
-
-

(I)串の之に)..，「昂の論文君主Jと1¥う間基12.'O". 註釈を命日えよヲ。

t撃すべ'Z:、{自】"託号皇潤鵠"開~~ものす々で.

② 
烹ヨEに也来いヲ?三 l¥ 日常にかか川りたか・ち忘れわたし仇壮語奇/a...

の:11."月穿~"b
 

A
U
 

勢分ガ、民資質

F
d
t
 

L

足

、
フ
の

詮

o
吋

て
o
鼠

弓
口

3
m
m
 

L

を

で片、h，rL 

乏¥1'¥とt;Hを力t、がリ寸、?

昆幸孝之国~、ラ t町長ぐさく.

I ¥ぎか‘リガ、、す 2のか ?

にちよちラー
耕生めず-v->-，レ E予

(jI)Iγ オロゴ叉 a存ど¥

子SDFコザ-"E.当面利用 ι.

( z f}.... 

〈~ø 

の忌 1)'、汐、ろるか・‘えろんた‘ tのをいう。

;庖当にまヒめ之婁ß~笠 L <' l' 

「骨量平協..1，手，② め宿生三ι<::::PJ.'¥o)

えさ('$が，

Lか ι3う乞之思想 のこと B で語Wl/d'，

日常力、ら男達ミぎ出さ ~I\ ""5 }りたしの得票さを盛合た廷ら.

そのきzの 淘 き さ む こ ま さ モ 普 ;径をた苫与た!ユて否 LfJ、，

うモ怠 t¥ 0 

豆町立"であき，

③「モ

わたしげ一浩l-z.宵危うフ号りーで・あ ~Q
音量号 明 h ・白 一ー

め巨しの都陵荷主音ロ藍{干蔓定例ワgz，l議K士三 郎3

入金集左 O ." Z 

iro) 

組 青a事E責 ζコto一向1-1差￥斗〉芝、-，x寸ι@

告を寺'1;J..ご‘ 3.

r支払 J r;J..， 

版華α関 係 芯 . 貫 一 物 左 足 ら ゆ 広:'Uら怠，¥1実e e"三あリう

主こ Iユ，のた均の査問」

「藷誕 J ，手，

⑤ 

モラ之の旦

=のペ、ワト)レにそヲ之 tわた

〈資字額l~・ 3訓告三の毎

主主語 TK羽害寸アら産~trt~ 篭居る1\ 0) 

わた仁の回世事怠

E寄付にL のを今吃ちた‘あり. 芝lt¥にだ回常と志す角度一一知世一一回，

対時すきゅた LO-持鳴の一端 乏に庖フと¥¥ ~ <1 

ど思巾Ill"た。

系として 包d H\. う~と L Z -e. 
之 t::-，

護主之和解手2.:f ~‘'，~[j. I\ ， 

をぞ刷用し之¥'E 臣、きた l¥ 0 信電ほ証f手詰えさ志 H から.

乙がら昭三広之ヒ骨量巷主く t とえば議r-t・:lt.o-また.かえ Z12手L"d 
まことをう，

=の.Jうに手持ヨヨを還す二と否 .

危芭の包時三乏をの令足、月穐(..3げて l;tフ

一一ーをう

J

4

b

 

e
あ

ι
さ

ぜ

か
ま

薩

ち

.
E

た零)~あUtfð.~. 

日フ君主::s， Z司通告さ.

広破棄さミ!~-

E tk.， 
E をのように亘刊の日苦手 E室 fu全 Jわtr: L I\~のが，

"'"'1=しが後ちの承話Eちて I，ぷうと

町たしに筒ふうの怠， ¥'i.ニ 3~‘' ‘ 去芝ちく肋た L の想う

ミこ Zle浜、血栓芝、乙 I，う二とだかち。

I ¥ ~ 1¥と.

ごの毒害偽を~~うヒ\\うえra-.
二n¥日Jhゎ t し l"d1¥くつか0.>8 患を渇J十フ什!二 LZ " ~ 。以主に.

1.V 

わた

か言う t.' Z 平衡乏復フごと尽きぎ ~R

1.1.1. 

たE，1三し の昆然た吾妻 H 固さあ>t:>祖先更す 3す1'¥位克己 1¥11f'. 

いき 1手まだ乏の と き さ 忍 nふうた!。

しも日常芭:@.彪巴差押ちさi:!:.

ただ ιろう。



《論 文 数 億 布 り 之 ト〉

存毛
「1J .. .00ト i
語く・積稿\\今坊主規~'J..殻蛇慣芝茎ヨl刀 i 
畠，払iム索。逼直樹1-賀入ゆが・ ~¥ヨ九 ! 

::lt\ â~. 以下のA うにおとと‘庁 L たと号1\;1すのさ

1.結五金鼠乏，指定0t忍音ロ也八舟亨ム1、ご(J+下さハ。

2.. d)'寺詐にI拾ってあ、りまぢかどうがrJ;'碓Zア劫下さ)¥0 

3.実衰を. 1. t=警と'F-:仕つえでお払1\こみ下芝山/去、，亀くて題、"~~ 0 

-. 一
ー邑爪丈三台F

言己

CN Ta.x 江主ve? Pa.id? Eote Tit1e 

37 ~銀11 持(予高〉一一一一一一 ー ー￥50

38 先月その住民理論(草稿 - 一一一一山ラ

39 Ït安d軍司住吉時宣告~.J.I&司策丹、 一一 一- 80 

斗0 記毛宝閉詩情活)一ー一一 一一一 70

斗1 <孟f島村和、守主ラ左初ぐヲ'"!. 一一一一一160

斗2 ぐち脅〉程在錦繍彦伝鎚k占き扮偽的豆E奄廷一一工叩Oラ

り 牲Z刃刻11き鴻栴関主文南限己 一一一一一一一一斗句ラ

斗仙斗 力h也工品伽q 蹟占牽争 一一一一- 一 .1臼2巧5 

斗句ラ 同2葦~'ß~ 一

斗“6 同草~辺Z 司一一今一F 一一一一一一一一一-一一一，一一-一一一→一一一一一一一工巧5 

斗切7 ~犠邑島芹娠毎s挺ξ理き義ネの射荘と障男黒再一一 210

斗砧8 t:恒ミ葦鞠程玉 一一一一一一 一 一一一一工巧ラ

M 

斗9

50 

白書i4 一一一 -----25

f:\~1i. ~一一一一一一一 一一一一-20

5工 伺葺s.6 一一一一一ー一一ー ーー ー一一-6ラ

ラ2 -4主~，のふりか ー 一一一 斗O

同闘争品問態。防1.2. - 300 

53 研毛足首乏動φ誤差邑と戦・時一一一120

5斗 r，g Iト生む1三子守ストー一一一一一一一 15

ララ 1議紘惨事路島鍔L 一一一一__12.ラ

56 務抑J品不夜丞論文ι!のり 一一 ララ

N

7

8

9

0

l

2

3

・斗

5

6

7

8

9

0

L

2

3

C

E
ノ

R
ノ

戸

〉

f
o
〆

b
f
o
f
o
f
o

fo
f
o

fO

A

u

r
b

円

f

ワ
r

司

「

ウ
4

Tit1e Ta.x 

"くち窃ラE有史民自"八今若ち--- 一 一芸17.ラ

2~室色7ï'l主司‘C\$辛抱、一ー一一一一之O

事組史話~~1l0温良康民主一一一一- 35 

民戦主在香主党一一一ー一一一一 - 50 

1主旬主明論一一一一一一一一一 一70

A 亘書三事協

急変聖正母Jb帯 一ー 一一一一一一- 95 

三友魚耗

"dc号主朗誌、茎主海1主 - ー720

R幸良り一一 ー一一一ー一一 一 25

ñ\~惜のく閉fヒ八一一一一一一一一工件。
司葦k.C----- / ・ ーーー 一- 35 

容ま包吉幸福 一 / 一司自ー工25

<急務>~T&ì&理論，辱#t思 一一_ 230 

ぺ称高i急協一一一一一一一一- 35 

R宰&~ -- -30 

く色鋳)i厄rz.:理論.@%乾 一一一-20 

7与 問寄託 10 一一一一一一一一-30

75 同辛及川 一一一一一ー ー ー・ー一一一一工0

9斗 純型宝頗論一一一一一一-100

95 lISt紘理誌の滝と存町一一一一一一工5

96 ミワロ健l械のE垂翁一一一一一一-50 

Note Have? Paid? 

20 

と〉

日

4
訳

出

仇

到

矧

d
q

裕

司

制

送

l
f
l
A
F
(

喜

一

膏

租

匂‘

蚤iち凋

II 

o 

b 

ζ~ 
h司『・』


